
議会を傍聴しませんか？
　　次の定例会は、３月６日（木）開会予定です。

この広報紙は環境保護のために古
紙配合率 100％の再生紙と植物
性大豆油インキを使用しています古紙配合率100％再生紙を使用
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委員長 仙波　信綱

副委員長 菊池　節子

委　員 相田　一良

　〃 岩見　正純

　〃 勝田　道雄

　〃 風野　和視

議長 小林　正紀

内　　　　　　容

仙波信綱

編 集

後 記

10 月 ２日 議会広報特別委員会

議会運営委員会

議会全員協議会

第１回臨時会

９日 福祉環境常任委員会

12 日 筑北環境衛生組合議会

17 日 行政視察来庁（山形県西川町議会）

18 日 議会広報特別委員会

議会全員協議会

31 日 筑西広域市町村圏事務組合議会

11 月 ７日 行政視察来庁（埼玉県神川町議会）

14 日 文教常任委員会

16 日 行政視察来庁（茨城県かすみがうら市議会）

議会全員協議会

４常任委員会合同委員会

19 日 建設経済常任委員会

 26 日 福祉環境常任委員会

27 日 文教常任委員会

28 日 議会運営委員会

議会全員協議会

12 月 4 ～ 6 日 第４回定例会

６～７日 議員研修（茨城県那珂市、福島県二本松市）

７日 議会広報特別委員会

17 日 文教常任委員会

１月 10 日 議会広報特別委員会

25 日 建設経済常任委員会

  月　日
　市議会では市議会だよりに『私のメッセージ』コーナーを設置し、広く市民の皆様

からのご意見を募集いたします。奮ってご応募ください。

　応募方法：封書・FAX またはメールで 600 字以内（氏名・住所・電話番号を記入）

　応募のあて先・お問い合せは市議会事務局まで

　　TEL 0296-75-3111　FAX 0296-75-6633

　　〒 309-1292　桜川市岩瀬 64 番地２　E-mail  g ika i@c ity .sakuragawa. lg . jp

　
も
し
、
皆
さ
ん
が
﹁
日
本
の
原
風
景

と
は
？
﹂
と
聞
か
れ
た
ら
、
何
を
思
い

浮
か
べ
ま
す
か
。
私
な
ら
こ
う
答
え
ま

す
。﹁
水
を
張
っ
た
ば
か
り
の
田
の
向
こ

う
に
見
え
る
、
山
桜
咲
く
桜
川
の
風
景
﹂

と
。
北
は
高
峯
か
ら
南
は
筑
波
に
連
な

る
筑
波
山
塊
は
、
古
来
よ
り
桜
の
多
い

土
地
と
し
て
鳴
り
響
い
て
い
ま
し
た
。

特
に
磯
部
桜
川
公
園
周
辺

の
山
桜
は
、
全
国
に
も
こ
こ

に
し
か
自
生
し
て
い
な
い

希
少
な
固
有
種
が
十
一
品

種
も
あ
り
、
そ
の
す
べ
て
が

国
の
天
然
記
念
物
に
指
定

さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
変
異
に

富
ん
だ
山
桜
群
を
は
ぐ
く

む
磯
部
の
地
も
国
の
名
勝

に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
が
近
年
、
こ
の
全
国
に
も
誇

れ
る
桜
川
の
山
桜
に
衰
え
が
目
立
つ
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
磯
部
桜
川
公
園
内

は
木
々
の
成
長
と
と
も
に
過
密
状
態
に

な
り
、
地
力
の
低
下
に
病
害
虫
や
菌
糸

類
の
浸
食
、
あ
る
い
は
樹
自
体
の
老
化

に
よ
っ
て
、
山
桜
が
い
つ
突
然
枯
れ
て

も
お
か
し
く
な
い
状
態
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
山
に
自
生
す
る
山
桜
も
開
発
や

環
境
悪
化
で
数
を
減
ら
し
つ
つ
あ
り
、

山
林
の
荒
廃
に
よ
る
笹
や
葛
の
蔓
延
の

た
め
に
、
子
孫
に
な
る
べ
き
苗
が
育
ち

に
く
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
私
た
ち
は
三
年
前
よ
り
山
桜

の
保
護
と
山
桜
に
よ
る
町
お
こ
し
を
目

的
と
す
る
﹁
サ
ク
ラ
サ
ク
里

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
﹂
を
立
ち
上

げ
、
さ
ら
に
昨
年
は
桜
の
保

護
及
び
花
の
ま
ち
づ
く
り

の
権
威
で
あ
る
︵
財
︶
日
本

花
の
会
に
参
加
し
、
県
内
初

の
支
部
と
な
る
桜
川
支
部

を
設
立
し
ま
し
た
。
活
動
と

し
て
は
、
磯
部
桜
川
公
園
の

品
種
・
現
状
の
調
査
及
び
除

草
・
施
肥
事
業
へ
の
協
力
、
山
林
の
下

刈
り
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
日
本
の
原
風
景
と
い
う
べ
き
山
桜
咲

く
里
を
後
世
に
伝
え
る
た
め
に
も
、
私

た
ち
の
活
動
へ
の
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご

理
解
と
ご
参
加
を
心
よ
り
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　新春を迎え、市民の皆様には健やかにお過

ごしのこととお喜び申し上げます。

　さて、桜川市誕生３年目の初春、さまざま

な問題が具体的に見えてきて、今まさに心の

融和が望まれるところです。

　議会制民主主義のルールの中で、多数決の

原理は当然のことですが、少数の意見をどの

ように反映させるか。そこが難しく、時間の

かかるところです。

　桜川市の施政を審議する機関である議会が、

みずから市民の声に耳を傾けようという提起

（議会だより編集委員会が真壁地区の多目的複

合施設建設に関連し、市民との座談会を計画

した）を否決するという状況は何を意味する

のでありましょうか。

　政治用語に「ポピュリズム（大衆迎合主義）」

という言葉がありますが、私はそれを否定い

たします。

  しかし、声を聞こうとしない議会は、大政翼

賛的であります。


